
幼児教育・保育の無償化  令和７年度版 Ａ 認定 

 【裏面もご覧ください】 

施設等利用給付認定の決定（変更）について  
 

 吹田市へ提出された子育てのための施設等利用給付認定・変更申請等に基づき、別添の通知書のとおり、施

設等利用給付認定の決定（変更）を行いました。つきましては、下記の説明事項をよくご確認いただきますよう

お願いします。 

 別添の通知書は、無償化（施設等利用費）の請求等で必要となりますので、大切に保管してください。 
 

1. 認定の種類について  
 

認定区分 
保育の 

必要性※１ 
年齢要件※２ 

世帯の市町村民

税課税状況※３ 

無償化の対象となる 

施設・事業 
無償化の月額上限額 

新 1 号認定 なし 満３歳～５歳 － 私学助成幼稚園 25,700 円 

新２号認定 

あり 

３歳～５歳 － 

私学助成幼稚園 25,700 円 

幼稚園・認定こども園

の預かり保育事業 

①11,300 円 

②その月の利用日数×450 円 

いずれか低い方の額 

認可外保育施設等※４ 37,000 円※５ 

新３号認定 
０歳～２歳 

（満３歳含む） 

非課税 

世帯のみ 

私学助成幼稚園 25,700 円 

幼稚園・認定こども園

の預かり保育事業 

①16,300 円 

②その月の利用日数×450 円 

いずれか低い方の額 

認可外保育施設等※４ 42,000 円※５ 

※１ 保育の必要性については、「２ 保育の必要性の要件について」をご覧ください。 

※２ その年の４月１日の前日の年齢で判断します。 満３歳とは、３歳になった日以降最初の３月 31 日までの間の子供を指します。 

※３ ４月～８月の認定については前年度の市民税課税状況、９月～翌３月の認定については当該年度の市民税課税状況から判定します。 

※４ 認可外保育施設等とは、認可外保育施設（ベビーシッター含む）、一時預かり事業（幼稚園型以外）、病児保育事業、ファミリー・サポート・センター事業を指します。 

※５ 幼稚園・認定こども園（教育部分）の在園児が認可外保育施設等を利用する場合、幼稚園・認定こども園（教育部分）での預かり保育の提供が十分でない場合に限り、認可外保育施設等の

保育料（利用料）について月額 11,300 円（新３号は月額 16,300 円）から預かり保育利用料の無償化分を差し引いた額を上限に無償化します。 
 

2. 保育の必要性の要件について  
  

 保育の必要性とは、保護者全員が以下のいずれかの認定事由に該当することをいいます。認定期間は事由に

より異なります。新２・３号認定の方は、該当する認定事由を通知書に記載しています。 

認定事由 保護者の状況 必要書類 認定期間 

就労 １月あたり実働 64 時間以上就労している。

（就労形態は問わない。就労内定を含む。） 

勤務（内定）証明書 

様式 A 

就労している期間 

妊娠・出産 出産予定・出産して間もない。 母子手帳の写し 

（表紙及び分娩予定日の

分かるページ） 

出産（予定）日の８週間前（多胎妊

娠の場合は 14 週間前）の日が属する

月の初日から、出産日から起算して

８週間を経過する日の翌日が属する

月の末日まで 

疾病・障がい 病気やケガをしている、又は心身に障がいが

ある。 

診断書 様式Ｂ 

又は障がい者手帳の写し 

療養にかかる期間 

介護・看護 病気や心身に障がいのある同居の親族を常に

介護・看護している。 

診断書 様式Ｂ 

又は親子通園証明書等 

介護・看護に必要な期間 

求職活動 求職活動を行っている。求職活動を行う。

（起業準備を含む。） 

なし 認定開始日から９０日を経過す

る日の属する月の末日まで 

就学 週４日、かつ１日４時間以上就学している。

（就学内定を含む。） 

在学証明書と時間割等 卒業予定日または修了日の属す

る月の末日まで 

その他の認定事由については、保育幼稚園室までお問い合わせください。 
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3. こんな場合には手続が必要です  
  

 世帯状況や保育の必要性の要件など、申請内容に変更があった場合はすみやかに変更手続を行ってください。必

要な変更手続を行わなかった場合、認定を取消する場合や、施設等利用費の返還を求める場合があります。 

 認定は申請日より前に遡って受けることはできません。また、認定の変更は原則として月単位で行います。 

※1 吹田市外へ引っ越し（転出）される場合、吹田市での認定は、原則として、住民登録の異動日の前日で終了となります（市町村間の調整により異動日の属する月の末日まで、吹田市で認定

する場合があります）。利用施設又は直接吹田市保育幼稚園室へ施設等利用給付認定終了届を提出してください。提出がない場合は、職権にて認定を取消する場合があります。 

※2 吹田市外への引っ越し（転出）後も無償化を希望する場合は、転出先の市町村から新たに認定を受けていただく必要があります。認定は申請日より前に遡って受けることはできませんの

で、事前に利用施設又は転出先の市町村へご相談ください。 

※3 育児休業を取得する前に認可外保育施設を利用していた場合、引き続き、新 2・3 号認定が受けられる場合があります。詳しくは、吹田市保育幼稚園室へお問い合わせください。 

※4 その他、上記の例にない変更で手続が分からない場合は、保育幼稚園室までお問い合わせください。 

※5 オンライン申請が難しい場合には、書面にて「子育てのための施設等利用給付認定・変更申請書」を提出することも可能です。 

4. その他  

・ 施設等利用費の詳細については、別紙「幼稚園保育料の無償化（施設等利用費）及び私立幼稚園給食費補助金について」「預かり保育利用料の

無償化（施設等利用費）について」「認可外保育施設等の利用料の無償化（施設等利用費）について」をご覧ください。 

・ 施設等利用費が受けられるのは有効期間内に限ります。有効期間外に給付を受けた場合、施設等利用費の返還を求めることとなります。 

・ 新２・３号認定を受けた保護者は、保育の必要性の状況確認のため、年に１回 、現況届の提出が必要です。毎年７月頃に吹田市からご案内

をしますので、定められた期限までに必要書類を添付して提出してください。 

・ 正当な理由なく、子育てのための施設等利用給付認定に必要な報告・文書等の提出等を行わなかった場合や、虚偽の報告や文書等の提出を行

った場合、又は市職員の質問に対して答弁をしなかったり、虚偽の答弁をした場合は、10 万円以下の過料を科されることがあります。 
 

変更内容（例）※4 必要な手続 手続方法 

離婚した。 

結婚した。 

世帯員の増減があった。 

右のQRコードを読み取り、認定の変更申請フォームから「世帯の状

況に関する事項」「認定保護者に関する事項」の変更手続を行ってくだ

さい。 

オンライン申請 

  

仕事が決まった。 

育児休業から復職した。 

出産予定日の前後８週の期

間に該当するようになっ

た。 

疾病・障がいにより保育が

できなくなった。 

【新１号認定から新２・３号認定へ変更する場合】 

右の QRコードを読み取り、【新２号・新３号】子育てのための施設等

利用給付認定・変更申請フォームより申請を行ってください。※５ 

オンライン申請 

 

【すでに新２・３号認定を受けている場合】 

右の QRコードを読み取り、認定の変更申請フォームから「保育を必

要とする事由等に関する事項」の変更手続を行ってください。 

オンライン申請 

 

仕事を辞めた。 

１月あたりの勤務時間が実

働 64時間以上を満たさな

くなった。 

育児休業を取得した。※3 

【求職活動を行う場合】 

右の QRコードを読み取り、認定の変更申請フォームから「保育を必

要とする事由等に関する事項」の変更手続を行ってください。 

オンライン申請 

 

【求職活動を 

行わない場合】 

●私学助成幼稚園に通う方 

右の QRコードを読み取り、【新１号】子育てのた

めの施設等利用給付認定・変更申請フォームより

申請を行ってください。※５ 

オンライン申請 

 

●上記以外の施設に通う方 

施設等利用給付認定終了届を提出してください。 
郵送・窓口 

退園した。 

吹田市外へ引っ越しした。 
施設等利用給付認定終了届を提出してください。※1 ※2 郵送・窓口 

<お問い合わせ先・提出先>  

〒564-8550 吹田市泉町 1丁目 3番 40 号 

吹田市 児童部 保育幼稚園室 経理グループ 利用費担当 

電話：06-6384-1592(直通) メール：hoiku_keiriseibi@city.suita.osaka.jp 


